
令和５年度

第２回 奈良市学校部活動のあり方
検討懇話会

日時：令和５年１２月２６日（火）
１３：００～15：00

場所：奈良市役所北棟2階202会議室



第１回懇話会概要 学校教育課
2023/12/26

資料1 

• 豊かなスポーツ・文化活動をつうじて子どもたちの心身の健全な発達と地域コミュニティの発
展に寄与する。

• 部活動の地域移行をきっかけに、地域の住民がスポーツ・文化芸術活動などを世代を超えて楽
しむことのできる仕組みを創る必要がある。

• 地域の子どもは地域で育て、将来のまちのリーダーとして育成する必要がある。

• 地域住民がスポーツ・芸術活動などを楽しめる核となる場をつくる必要がある。

• 地域で中学生がスポーツ・文化芸術活動を楽しめる場を提供することから始める。

• 将来的に子どもから大人、高齢者・障がい者 全ての人が一緒に地域の活動参加できる仕組み
をどのように構築するかを考える。

• 地域の人が指導者として活動するための情報を提供していく。

中学校の学校教育活動としての「部活動」を学校外でどのように運営していくかという議論
にとどまることなく、子どもたちが地域社会の中でいつでも、どこでも、やりたいことができ
る環境を整備するための議論を進めていきたい。そのためには、それぞれの地域がこれまで
育んできた、スポーツや文化活動と子どもたちを結び付けるための仕組みづくりを進める必
要がある。

部活動地域移行の議論から
子どもたちの多様な体験機会の確保のための議論へ

方向性

視点

To 
Do

総 論



奈良市学校部活動のあり方に関するアンケート調査 結果概要

〇アンケート調査実施期間 令和５年10月23日（月）から11月17日（金）

〇アンケート調査にて把握したい主な内容
・スポーツ及び文化芸術活動のニーズ
・部活動地域移行に期待すること
・部活動地域移行について感じている不安や課題

〇アンケート調査実施状況 （Googleフォームにて実施）

対象
対象人数
（人）

回答人数
（人）

回答率
（％）

小学校４・５・６年生 7,719 6,196 80.3

中学校１年生 2,287 1,956 85.5

小学校４・５・６年生保護者 7,719 3,946 51.1

中学校１年生保護者 2,287 1,558 68.1

中学校教職員 569 350 61.5

学校教育課
2023/12/26

資料２



618 (31.6%)
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164 (8.4%）
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【中学校１年生】

【結果概要】スポーツ及び文化芸術活動のニーズ

Q どのようなスポーツ及び文化芸術活動
をしているか。【小学校４・５・６年生】

学校教育課
2023/12/26

資料３Q 休日の部活動が学校での活動ではなくな
った場合、地域で行われるスポーツや文化芸術活動
に参加したいか。

【小学校４・５・６年生】

小学生70.3％、中学生49.6％
が参加の意向

中学校にない部活動の種目を行っている割合

人（%）

人（%）

現在、学校以外
でスポーツ活動
や文化芸術活動
をしている割合

66.8%

約60％

人（%）



【結果概要】部活動地域移行に期待すること（児童生徒）① 学校教育課
2023/12/26
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Q 休日の地域でのスポーツや文化芸術活動に期待することは何か。

【小学校４・５・６年生】

【中学校１年生】

人（%）

人（%）

1,772 (28.6%)

1,173 (18.9%)

1,237 (20.0%)

314 (5.1%)

114 (1.8%)

554 (8.9%)

1,033 (16.7%)
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120 (3.0%)

484 (12.3%)

1,060 (26.9%)

1,197 (30.3%)

1,311 (33.2%)
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1,539 (39.0%)
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【 結果概要】部活動地域移行に期待すること（保護者・教員）② 学校教育課
2023/12/26
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Q 休日の地域でのスポーツや文化芸術活動に期待することは何か。

【小学校４・５・６年生保護者】 【中学校１年生保護者】

【中学校教職員】

児童生徒・保護者・教職員ともに

「専門的な指導」
に期待する割合が相対的に大きい

人（%） 人（%）

人（%）
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90 (25.7%)
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教員の負担軽減につながること
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専門的な指導



931 (47.6%)
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403 (20.6%)
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行き過ぎた厳しい指導

【結果概要】部活動地域移行について感じている不安や課題① 学校教育課
2023/12/26
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Q 休日の地域でのスポーツや文化芸術活動について、心配することはあるか。

【小学校４・５・６年生】

【中学校１年生】

人（%）

人（%）

1,846 (29.8%)

302 (4.9%)
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教えてくれる人がどんな人か



97 (6.2%)
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Q 休日の地域でのスポーツや文化芸術活動について、心配することはあるか。

【小学校４・５・６年生保護者】 【中学校１年生保護者】

【中学校教職員】
〇地域の指導者がどのような人か
〇活動は厳しすぎないか

小学生約 58％ 中学生約 39％

【結果概要】部活動地域移行について感じている不安や課題②

〇活動場所までの送迎について

小・中保護者とも約 70％
が不安に感じている

学校教育課
2023/12/26

資料７

人（%） 人（%）

人（%）

28 (8.0%)
50 (14.3%)
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211 (60.3%)

0 50 100 150 200 250

その他
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経費の保護者負担（指導者謝金、保険料など）

指導者の質の担保

指導方法（行き過ぎた指導や勝利至上主義など）

けがやトラブルへの対応や補償

指導者との人間関係

学校と地域クラブの情報共有方法



アンケート結果による課題と今後の検討事項① 学校教育課
2023/12/26
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小学校4,5,6年

中学1年

＜心配なこと＞
• 地域の指導者がどのような人か
• 活動は厳しすぎないか
小学生→約58％
中学生→約39％

• 学校外でのスポーツ文化活動を
行っている割合
→66.8%

• 中学校にない部活動の種目を
行っている割合
→59.3%

小学校4,5,6年

＜地域クラブへの期待＞

・ 専門的な指導に期待する

小保護者→57.4%

中保護者→55.3%

教職員 →50.9%

小・中保護者

教職員

中学1年

• 地域で行われるスポーツ文化活
動に参加したい
→35％

• 平日と異なる活動をしたい
→39.9%

指導者の資質

• 専門的な指導のでき
る指導者の発掘

• 指導者の資質向上の
ための研修

休日の地域の
活動への参加
の需要がある

• 子どもたちのより細
かいニーズの把握

• 地域での活動におけ
る実施形態などの組
織づくり

課題

検討事項

【児童生徒の活動状況】

【指導者について】



481(12.2%)
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中保護者 費用負担妥当額

・送迎の負担

・ひと月の

妥当な費用• 地域クラブ費用負担妥当額
→月当たり5,000円未満、
3,000円未満が多い

保護者

• 近隣中学同士
のゾーニング

• 東部地域にお
ける運営方法

• 必要費用の見
込み、先例調査

アンケート結果による課題と今後の検討事項② 学校教育課
2023/12/26
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＜地域移行の心配ごと＞
• 活動場所までの送迎につ
いて
→約72％が心配

参考

課題

検討事項

【保護者の懸念】

小保護者 費用負担妥当額



＜休日の地域での活動における懸念＞
• 指導方法
（行き過ぎた指導、勝利至上主義など）

→約50％

＜部活動のやりがい＞

• やりがいがある

→22.6％

• どちらかというとやりがいがある
→18.9%

＜地域での活動への関わり＞

• 関わりたいと思っている

→20%

＜期待すること＞
• 専門的な指導
→約5１％

• 教員の負担軽減につながること
→約82％

教職員

• 指導者の資質

• 教員の負担
軽減

• 地域の活動
と教職員と
の関わり

• 専門的な指導ので
きる教員の確保

• 指導者の資質向上
のための研修

• 平日の部活動の検討

• 関わりたい教員の制
度の確立

• 大会の参加制度の検
討

アンケート結果による課題と今後の検討事項③ 学校教育課
2023/12/26
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280(80.0%)
70(20.0%)
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いいえ

はい
学校部活動を地域クラブ等が担うことになった場合、
自身が地域の指導者として活動に関わりたいと考
えますか。

課題

検討事項

【教職員の実態】



スポーツ・文化団体へのヒアリング スポーツ振興課
文化振興課

2023/12/26
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①少年野球

・ボールの大きさ、グラウンドのサイズが違う。

・県内で中学生の軟式チームは女子チームの
みでは。

・場所の確保、指導者確保も難しいと考える。

③陸上

・受け入れはできると思う。

・練習場所の確保に尽きる。中学校が使える
かどうか。

・学校の備品、クラブの備品があり課題もあ
るかと思うが、中学校の備品を使用できれば
良いと思う。

・中学校顧問の指導とクラブ指導の違いのす
り合わせも課題となる。指導方法を巡って子
供が混乱することが一番あってはならない。

②総合型地域スポーツクラブ

・卓球、バドミントン、野球、剣道 外部指導者
が学校等で中学生を教えている。

・卓球は地域外の中学校でも教えている。

④美術（絵画）

・講座を公民館の生涯学習活動で開催してい
るが、現在、中学生の参加はない。

・子どもはいろんなことに挑戦し、適性を見
極めることが必要。そのための機会作りが大
切で、その子の良い点を伸ばしていくことが
必要だと思う。

・単に公民館で講座を開催するのではなく、
様々な文化活動のラインナップについての
きっかけづくりは学校で行ってほしい。

・講座の指導者はボランティアではなく、謝
金が伴うもの（できれば公的機関の負担や補
助が望ましい）としてほしい。

・講座は土日ではなく、平日の放課後が参加
しやすい。

・事故等の責任の所在をはっきりしてほしい。



Value

vision

Mission

中学校の学校教育活動としての「部活動」を学校外でどのように運営していくかという議論にとどまることなく、子どもた
ちが地域社会の中でいつでも、どこでも、やりたいことができる環境を整備するための議論を進めていきたい。そのために
は、それぞれの地域がこれまで育んできた、スポーツや文化活動と子どもたちを結び付けるための仕組みづくりを進める必
要がある。

・子どもたちの多様な種類・分野の経験
・学校外での新たなスポーツ・文化芸術のコミュニティーの創出
・学校の業務軽減

部活動地域移行の議論から
子どもたちの多様な体験機会の確保のための議論へ

・ 部活動の地域移行をきっかけに、地域の住民がスポーツ・文化芸術活動などを世代を超えて楽しむ・地域の

子どもが地域のスポーツ・文化活動の中で育ち、将来のまちのスポーツ・文化活動の担い手となる。

・ すべての地域住民が世代を越え、スポーツ・文化活動に親しみ、楽しめる核となる場所が身近に存在する。

・ 中学生が地域でスポーツ・文化芸術活動を楽しめる場を提供することから始める。

・ 将来的に子どもから大人、高齢者・障がい者 全ての人が一緒に地域の活動に参加できる仕組みを動かす。

・ 子ども、保護者、地域の方に対する広報を積極的に行い、必要に応じて丁寧にニーズ把握する。

豊かなスポーツ・文化活動をつうじた子どもたちの心身の健全な発達と地域コミュニティの発展に寄与する。
理
念

・ 地域の実情に応じ、部活動のスポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、地域による体験格差を解消する。

・ これまでの「部活動」の概念、特に、何かひとつの競技や文化芸術活動に取り組むだけでなく、 ジャンルに

捉われず様々な経験を積むことができる環境を構築する。

奈良市のスポーツ・文化芸術活動のあり方に関する方針（案）
学校教育課
2023/12/26

資料12



14

自らの適性に気づき
高みへの挑戦

生涯にわたりスポーツ・文化を親しむ生き方の気づき

・学校単位部活動

・民間スポーツ・文化クラブ

・地域スポーツ・文化芸術団体

・拠点単位部活動
奈良市

市長部局
教育委員会

指導者

活動場所

✓ 地域で多様な活動を楽しめる
✓ 学校を超えた仲間の獲得
✓ 従前の部活動のようにひとつにこだわ

らない多様な体験
✓ 多様な世代との豊かな交流
✓ 引退という言葉がない生涯にわたる

それぞれの文化の愛好

国

県

方針

補助

地域クラブ活動
多様な体験ができる場

JNO バンビシャス 奈良クラブ 等
トップランナーとの協働

部活動のこれまでの
「当たり前」から抜け出し、地
域ぐるみで行う新しい「当た
り前」の創設

受
け
皿
母
体

奈良市のスポーツ・文化芸術活動のあり方に関する方針（案） 学校教育課
2023/12/26

資料13

【運営主体】

奈良市
地域倶楽部センター

（仮称）

・学校教育課
・スポーツ振興課
・文化振興課
・関連各課

【実施主体】

地域倶楽部
コミュニティ（仮称）

・奈良市スポーツ協会
・〇〇総合型SC
・〇〇文化芸術団体
・〇〇スポーツ少年団
・指定管理団体
・プロスポーツ団体

チーム奈良city

奈良WELL- BEING
ゆるスポ・ゆる文化

奈良アダプテッド
スポーツ・文化

競技・コンクール

多種目・多世代

障がい者スポーツ A
中
学
校

B
中
学
校

……
C
中
学
校

コーディネート
・ゾーニング

・ニーズ調整、マッチング

【中学校】

※８つ程度の枠組みの設定
※志向を合わせる

コーディネーター

具体的組織（イメージ）

前回提示資料（一部抜粋）

組織詳細



奈良市

学校部活動の

あり方検討懇話会 学校教育課・スポーツ振興課・文化振興課・

教育委員会関連課 ミーティング

実施団体養成

仮称：地域倶楽部コミュニティ

（※地域の人がともに楽しむ集まり）

部活動地域移行 多世代、多志向のまちづくり

奈良市

部活動地域移行

方向性

部活動地域移行から未来の地域づくり検討

関係部署 ミーティング

部活動地域移行中間組織づくり検討

運営主体組織づくり

(中間組織）

仮称：地域倶楽部センター

組織づくり方向性

地域・学校周知

実証実験

協力団体

協力企業 発掘

プロスポーツ団体

地域サービスの確認

奈良市（全体として何ができるのか）

部活動を地域移行するための関連部署検討会議

それぞれの課が
地域移行を
「自分ごと」
として考える

学校施設開放検討

奈良市施設の状況

民間施設の活用

介護予防、健康づくり

奈良市のスポーツ・文化芸術活動のあり方に関する方針（案） 学校教育課
2023/12/26
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今後４年をかけて奈良市の部活動のあり方を変革する
〇 国 のスケジュール 令和７年度までに休日の部活動の地域移行を推進
〇 奈良市のスケジュール 国の動向を注視し、将来的に平日の部活動も地域へ移行することを目指す

対
象
学
年

小２ 小３ 小４ 小５ 小６

小３ 小４ 小５ 小６ 中１

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

小５ 小６ 中１ 中２ 中３

R４ R５ R６ R７ R８以降

担当者会議（定期的に実施）

懇話会（年3回の実施）
懇
話
会
設
置

・ニ
ー
ズ
調
査

・方
針
案
検
討

新
・奈
良
市
部
活
動
の

あ
り
方
に
関
す
る
方
針
策
定
・実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・年
３
回
実
施

新
方
針
策
定

奈
良
市
の
中
学
生
の
新
し
い
放
課
後
・

休
日
の
活
動
ス
タ
イ
ル
の
ス
タ
ー
ト

モ
デ
ル
校
実
施

地
域
受
け
皿
整
備

学
校
の
休
日
部
活
動

学
校
部
活
動
以
外
の
選
択
肢
拡
充

新
方
針
運
用
開
始

周知期間 各団体説明・シンポジウム等実施

地
域
活
動
と
学
校
部
活
動
の
段
階
的
融
合

※対象学年は
令和５年度現在

年次 部活動改革のスケジュール（案） 学校教育課
2023/12/26

資料15


